


子供の霊

高橋　一成（ｋ）　高橋　真一（まこと）（ｍ）　高橋　ゆき（ｙ）　高橋　きい（Ｋ）　高橋

　さえ（ｓ）　ナレーション（ｎ）

 

ｎ俺らは、廃墟と化した病院に来ました。何しに来たかというと「肝試し」をやりに来たのです

。

ｎ　ルールーは簡単　驚いてはダメ、死体安置所まで行って線香置いてきて、戻ってくるの２つ

です。

ｎ二人ずつ行くことになったことに安堵の息吐きました。

ｙ「肝試し一人じゃ行けないので休もうかと思ったよ〜良かったです☆」

ｋ「そうなんだ・・確かにここ怖いな」

ｍ「カズちゃんはこわがりだな〜」

ｓ「こ・・わ・・い・・よ・・〜」

ｋ「怖いに決まってるじゃないか　だって・・・あそこに子供が座り込みながら手招きしている

んです・・あそこ・・」

ｍ「何処にいるんだ〜いないじゃん」

ｋ「あれ、あそこにいるのは誰？」

ｍ　「本当だ　誰か座り込んでいる・・」

ｎもう帰ろうよと真一を皆に止めようとしたが行かれてしまったのです。

ｎ近寄った瞬間　消えてしまったのです。

ｋ「どうしたんだ　お前らしくもない　いったい何に驚いたのだ・・・あれ、子供は？」

ｍ「俺が近寄った瞬間消えたんだよ」

ｎ目の前で起きたことが理解できなかったのです。

ｎどうして子供が消えたのか、何故ここに存在してたのか。

ｙ「謎が多すぎます」

ｋ「確かに」

ｍ「明日、来てみよう」

 

 

 


